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計画 平成２７年　４月　１日　策定

成果報告 令和　　年　　月　　日　報告

補助金等の名称

予算科目 款 3 項 3 目 7

予算事業名

実施計画の位置づけ

補助金分類

国県補助の状況 千円

交付先

支出根拠規定

補助の目的

補助の効果

補助対象事業の
具体的内容

対象経費及び補助率

補助金額の根拠

備考

1/2を超えて補助、設
立5年を超えて運営費
補助する理由

その他

補助期間

　ボーイスカウト・ガールスカウト育成会は、長い歴史を持つボーイスカウト運動を構成する
各団がお互いに連携し実施することにより、地域社会での奉仕体験や自然体験など、さまざ
まな活動を通じて、子どもたちの心身の鍛錬と、友愛精神を育むために活動している団体で
す。特に市の関連事業や福祉活動など、年間を通して多様な活動に参加協力をしており、学
び・体験、奉仕活動、各種研修会の開催等、佐倉市の児童青少年の健全育成及び、社会教
育の振興に寄与しています。
　これらのことから、身近な社会教育団体である当該団体の活動の支援を継続的に行うこと
で、青少年の健全育成活動の推進を行うことができます。

平成２７年　４月　１日～平成３２年　３月３１日

補助対象事業に要する所要経費

青少年活動団体支援事業

青少年育成団体の支援や青少年活動の担い手を育成します。

国付 ・ 県付 ・ 国直接 ・ 県直接 ・ 国県補助なし

佐倉市ボーイスカウト・ガールスカウト育成会

佐倉市青少年健全育成関係団体事業補助金交付要綱

青少年の健全育成を目的とする団体等が行う活動等を支援することにより、団体等の活性
化を図るとともに、青少年の健全育成を促進する。

・地域における青少年育成団体の維持発展が期待できる。
・青少年の健全育成を図ることができる。

①青少年健全育成活動の普及、向上の奨励のための援助又は助言に係る事業
②団体間の連絡調整に係る事業
③機関紙の発行等の方法による青少年健全育成に関する広報啓発事業
④スポーツ又はレクリエーションに関する催しの開催又はこれへの参加に関する事業

ボーイスカウト・ガールスカウトの活動の普及等に要する経費の１/１０以内で予算の範囲内
について補助する。

一般会計
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担当課 児童青少年課

佐倉市青少年健全育成関係団体事業補助金（佐倉市ボーイスカウト・ガールスカウト育成会）



補助金等の名称

計画期間終了後の
最終的な目標値

計画期間終了後の
最終的な成果値

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

計画額
〔千円〕

190

成果達成状況の分析と今後の方策

目標どおりの団体の活動があった。
今後も活動助成を続けることで地域における青少年育成団体の維持発展を図る。

成果達成状況の分析と今後の方策

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

190
ボーイスカウト４団体、ガール
スカウト１団体の活動を確保
する。

190
活動団体
　　ボーイスカウト　４団体
　　ガールスカウト　１団体

成果達成状況の分析と今後の方策

成果達成状況の分析と今後の方策

目標どおりの団体の活動があった。
今後も活動助成を続けることで地域における青少年育成団体の維持発展を図る。

ボーイスカウト４団体、ガールスカウト１団体の活動を確保する。

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

190
ボーイスカウト４団体、ガール
スカウト１団体の活動を確保
する。

190
ボーイスカウト４団体、ガール
スカウト１団体の活動を確保
する。

190
活動団体
　　ボーイスカウト　４団体
　　ガールスカウト　１団体

ボーイスカウト４団体、ガール
スカウト１団体の活動を確保
する。

190
活動団体
　　ボーイスカウト　４団体
　　ガールスカウト　１団体

平成27年度

佐倉市青少年健全育成関係団体事業補助金（佐倉市ボーイスカウト・ガールスカウト育成会）

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

190
ボーイスカウト４団体、ガール
スカウト１団体の活動を確保
する。

190
活動団体
　　ボーイスカウト　４団体
　　ガールスカウト　１団体

成果達成状況の分析と今後の方策

目標どおりの団体の活動があった。
今後も活動助成を続けることで地域における青少年育成団体の維持発展を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　補助事業計画書・成果報告書－２

担当課 児童青少年課


